
  

中国四川大地震パンダタオルプロジェクト 

第５回現地報告会 
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２００８年５月１２日に中国四川大地震が起きてから、私たちは、「忘れない、想いを馳せる、気持ちを 
届ける」をキーワードに、日本からでもできる支援を考えました。そして、日中友好のシンボルである 
パンダを象った手拭きタオル「パンダタオル」とメッセージカードを作成し、被災地へ届ける活動をして 
います。 
昨年１１月に初めてパンダタオルを現地へ届けました。今年の７月１１日～１４日には、第２現地訪問 
で、パンダタオル約４００個を被災者へ届けることができました。そして第３回現地訪問として、１０月 
２４日～２７日にかけてさらに約４００個のパンダタオルを届ける予定です。今回の報告会では、第３ 
回現地訪問の報告、そして、来年３月に予定している現地の方と日本のボランティアとの交流企画 
「減災ワークショップ」の実施につなげていきたいと思います。そのために、ＲＳＹでは、長期的被災 
地の復旧・復興について参加者の皆さんと一緒に「私達にできる支援」について、考える場にしたい 
と思います。お誘いあわせの上、是非ご参加ください！ 
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［内容］ ① 現地報告：中国四川大地震応援団 第三次パンダタオル班 

（中国四川大地震支援｢パンダタオルプロジェクト｣ボランティア）  

コメンテーター： 吉椿雅道さん（ＣＯＤＥ海外災害援助市民センタースタッフ）   

       コーディネーター： 栗田暢之（特定非営利活動法人レスキューストックヤード代表理事） 

           ② 意見交換： テーマ 「これから私達にできる支援について」 

 

［主催］ 特定非営利活動法人レスキューストックヤード  

[共催]  特定非営利活動法人日本災害救援ボランティアネットワーク（NVNAD） 

[協力]  特定非営利活動法人CODE海外災害援助市民センター、株式会社ラッシュジャパン 

［後援］  財団法人名古屋国際センター、名古屋市 

 

この報告会は、株式会社ラッシュジャパン「ＬＵＳHチャリティバンク 助成事業」の一環として行います。

 

【写真】 

『 中国四川大地震応援団 第三次パンダタオル班  

１０月２４日～２７日中国四川省訪問予定メンバー』 

 【撮影：関口】 

日時 ：11 月 3 日(火)祝日 18：30～20：30 

会場 ：名古屋国際センター ４階 第 3 研修室 

参加費無料、申し込み不要・会場へは、なるばく公

共交通機関をご利用ください 
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吉椿雅道さん（特定非営利活動法人CODE海外災害援助市民センター） 

1968年 福岡県生まれ。幼少より武道を学び、大学在学中、東洋医学（整体、気功など）の先達に師事する。 

またそのかたわらNGO（先住民、山岳少数民族の支援活動）に加わる。1995年阪神淡路大震災直後に兵庫区、長田区で

ボランティア活動を行う。その後、福岡に県外避難者を支援するボランティアグループを立ち上げる。‘99年より‘02

年までアジアを歴訪。各地の伝統医療やNGOの現場を見て歩く。04年中越地震では被災地NGO協働センターのスタッフ

として「足湯ボランティア」などの活動を行う。05年パキスタン地震、06年ジャワ島地震の現場にCODEスタッフとして 

派遣される。現在、全国各地の防災・減災の智恵を拾い歩いている。 

 

中国四川大地震応援団 第三次パンダタオル班(中国四川大地震支援「パンダタオルプロジェクト」ボランティア)  
 

２００９年１０月２４日～２７日中国四川省訪問予定 

メンバーは、ＲＳＹのパンダタオルプロジェクトに立ち上げ当初からかかわっている方、今までのイベント

がきっかけで関わり始めた方々です。いろんな立場で中国四川大地震パンダタオルプロジェクトを応援

してくださっています。 

 

 

 

     栗田暢之（特定非営利活動法人レスキューストックヤード代表理事） 
1964 年 10 月 22 日生まれ、岐阜県瑞穂市（旧穂積町）出身、名古屋市中川区在住。 

1987 年 4 月より 2001 年 8 月まで学校法人同朋学園事務職員。 1995 年の阪神・淡路大震災時には同朋大学 

生ら延べ 1,432 名のコーディネーターとして被災者支援にあたった。 同年 7 月に地元愛知県から継続した支 

援を行うほか、KOBE の教訓を今後の緊急時に生かすことなどを目的としたボランティア団体 「震災から学 

ぶボランティアネットの会」が設立され､事務局長に就任。2002 年 3 月に同会を発展的に解消して 「特定非営利活動法人レス 

キューストックヤード」が認証され、同法人の常務理事兼事務局長を経て現在に至る。 2000 年 9 月の東海豪雨水害時には愛知 

県庁内に設置された「愛知･名古屋水害ボランティア本部」の本部長を務めた。 
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   名古屋国際センターへのアクセス 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 お問い合わせ／特定非営利法人レスキューストックヤード  〒４６１－０００１ 名古屋市東区泉１－１３－３４ 名建協２階 

ＴＥＬ ： ０５２－２５３－7550  ＦＡＸ ： ０５２－２５３－７５５２  Ｅ－ｍａｉｌ ： ｉｎｆｏ＠ｒｓｙ－ｎａｇｏｙａ．ｃｏｍ    担当／浦野・柚原 

 

地下鉄桜通線「国際センター」駅下車すぐ。 

市バス「国際センター」下車すぐ。 

名古屋駅から東へ徒歩 7 分。 

JR「名古屋」、名鉄「新名古屋」、近鉄「名古

屋」、地下鉄「名古屋」駅から徒歩７分。 

地下街「ユニモール」を直進していただくと、

地下鉄桜通線「国際センター駅」及び名古

屋国際センタービルの地下とつながってい

ます。 

－ 報告者プロフィール － 


